
【施策の目的と取組・現状分析】
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成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和２年度の目標値達成の見込みと方向付け
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【施策の振り返り】
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【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】
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処理施設運転管理委託に定期修繕等を加えることにより、経費削減
を図る。また、農業集落排水処理施設の統廃合を進める。

２の成果目標の視点から、
問題点は何ですか？

▼　問題があると思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

・高齢化や後継者不在等、将来的に不安を抱いている町民が多く、水洗化が進まなくなること。
・公共下水道事業特別会計及び農林業集落排水事業特別会計が公営企業会計へ移行することで、より一層、独立採算性の原則に基づく
企業の経済性が求められること。
・維持管理経費をより一層抑制するため、汚水処理施設の統廃合を進めなければならないこと。

２の成果目標の視点から施
策全体の今後の方向性は？

下水道整備区域の見直しを行い、合併処理浄化槽による整備計画に転換するなど、汚水処理事業を効率的に推進する必要がある。ま
た、汚水処理施設の効率的な維持管理を図るため、隣接する施設の統廃合を推進する。
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上記を踏まえ、施策の目的
を実現させるためには、どの
ような「解決すべき問題への
方策」・「達成できた事項をさ
らに伸ばす方策」があります
か？
また具体的な対応・対策をど
うしますか？

▼　施策を実現するための「解決すべき問題への方策」と「達成できた事項をさらに伸ばす方策」を記入し、それらに対する今後の対応を具体的に記入してください。

施策における｢解決すべき問題への方策」　または
「達成できた事項をさらに伸ばす方策」

具体的な対応・対策

広報やホームページ等へＰＲの掲載を実施する。

維持管理経費の削減

公共下水道、農林業集落排水への加入促進

２の成果目標の視点から、
成果が上がったことは何で
すか？

▼　成果があったと思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

・汚水処理施設の運転管理委託について、包括的な委託とし維持管理経費の削減を図った。
・生活排水処理の必要性が理解された。

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

② 上回った
計画的に下水道整備が図られた。また、合併処理浄化槽の普
及促進が図られた。

「目指すべき状態」に対し、こ
れまでどのような取組を行い
ましたか？

▼ 「目指すべき状態」の実現に向けて、取り組んだことは何ですか？箇条書きで記載してください。

・未整備地区の意向調査や戸別訪問による下水道接続の推進を図った。

施策の「対象」の現状はどの
ように変化しましたか？

▼　現状把握に努めましたか。　把握した現状とその変化、町民や議会の声などを記入してください。

・各家庭から出される排水の現状把握と生活排水処理の必要性が理解された。

② 上回った
下水道区域内の新築住宅が増加した。また、区域内人口が減
少した。

① 既に目標
クリア

公営企業会計移行に伴い、これまで以上に加入促進を図る必要が
ある。

② このままで
達成可能

工事工法等を見直し、効果的に事業推進を図る。

汚水処理の普及率 ％ 75.8 77.0 78.2 79.0 80.0

下水道整備区域の加入割合 ％ 80.0 80.0 82.1 83.0 80.0

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①住民（町民）が快適な環境で生活できるようになる。
②地区や地域の水路や川がきれいになり、昔の姿に蘇る。

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①汚水処理整備率の向上と適切な施設管理
②下水道事業等区域の加入率の向上

単位
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

実績値 目標値 実績値 目標値 目標値

基本目標(政策) 1-1 自然環境の保全と次世代への継承を図ります
関係課・係

各総合支所振興課 環境水道係

基本計画(施策) 1-1-3 ・生活排水対策の充実

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 元 年度作成

目標の柱 1 恵まれた自然環境と調和した生活空間の創造
課 係

主管課・係 環境水道課 下水道係



12 施策を構成する事務事業

事業費(一般財源)の合計（千円） 124,179 27,142 99,161 24,637 141,750 27,861
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48,291 2,622 0 0 0 0
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03
特定環境保全公
共下水道事業（南

郷処理区）

平成29年度に工場製作した監視制御盤を南郷浄化センターに設置し、自動火災報知設備の更新を実施した。また、監
視警報設備の更新を実施した。

成果 処理場運転に係る安全性が確保された。
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南郷浄化センター
再構築事業

環境水道課

目的
平成13年３月の供用開始から17年が経過し、耐用年数を超える設備機器類が出てくることから、計画的・効果的な再
構築を実施するため

概要

下水道係

問題 国・県の補助金が減額傾向にあり、中長期的な財源運営が課題となる。

5,902 45,741 6,681 47,550 6,413

対策 ｽﾄｯｸ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画により、中長期的な更新計画を策定していく。

事業費

対策 下水道への接続効果について、戸別訪問等により啓発に努める。

事業費 39,415 12,358 41,348

環境水道課

目的 南郷地域の生活環境の改善を図り、公共用水域の水質保全に寄与するため。

概要 南郷地域整備区域内の下水管埋設工事（木伏地区等）等を実施した。

80,700 12,448

成果 計画的に整備区域が拡大し、生活環境の改善が図られた。

下水道係

問題 高齢化が進んでおり、接続戸数が減少している。

対策 下水道への接続効果について、戸別訪問等により啓発に努める。

事業費 26,204

02
公共下水道事業
（田島処理区）

環境水道課

目的 田島地域中心地区の生活環境の改善を図り、公共用水域の水質保全に寄与するため。

概要

10,888

下水道係

問題 トイレの改造等個人負担が多いため、社会経済情勢の変動を受けやすく年間設置基数の変動が激しい。

対策 南会津町浄化槽協会関係会社と連携を図り、設置目標基数を達成できるようにする。

事業費 10,269 6,260

概要 合併処理浄化槽設置費の一部補助及び単独処理浄化槽と汲取り便槽撤去に係る費用の一部を補助する。

成果 下水道未整備地区の生活環境の改善が図られた。

うち一般財源

田島地域整備区域内の下水管埋設工事（新町・大町地区）を実施した。

成果 計画的に整備区域が拡大し、生活環境の改善が図られた。

下水道係

問題 高齢化が進んでおり、接続戸数が減少している。

13,500 9,00012,072 7,068

番
号

事務事業名
（令和元度新規事業に

★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

30年度決算額 うち一般財源 元年度予算額 うち一般財源 ２年度見込み額

01
合併処理浄化槽
設置整備補助金

環境水道課

目的 集合処理区域以外の地区の生活環境の改善を図り、公共用水域の水質保全に寄与するため。


